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膜結合型Receptors for Advanced Glycation Endproducts (RAGE)は血中のオキ

シトシン (OT) を結合し、OTを血液から脳に輸送する。一方、可溶型RAGE

は、OT結合能を欠くため、血漿中の遊離OTの濃度を高く調節していると思わ

れるのに、血液を希釈し、ELISAによる測定ではそれが証明できなかった。今

回、種々の除たんぱく操作を試した中で、アセトニトリルタンパク質沈殿

(PPT)法による前処理法が簡便で、有用性があることが確認できた。可溶型

RAGEが血漿OTの緩衝として作用するとする新しい生理学的機能を見出すこ

とができた。

Peptidesに発表済み。An improved sample extraction method reveals that

plasma receptor for advanced glycation end-products (RAGE) modulates

circulating free oxytocin in mice.
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